
教科に関する調査結果（小学校 国語） 

 

小学校 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） 



教科に関する調査結果（小学校 国語） 

 

番号 豊中市（公立） 大阪府（公立） 全国（公立）

１一 64.2 63.2 64.7

１二 26.6 24.2 26.7

１三

（１）ア 52.9 52.2 52.8

１三

（１）ウ 79.6 73.9 72.6

１三

（２）イ 91.5 92.6 93.1

１四 79.5 78.5 79.8

【川村さんの文章】の空欄に学校の米作りの問題点と

解決方法を書く

図表やグラフなどを用いて、自分の考えが

伝わるように書き表し方を工夫することが

できるかどうかをみる

【川村さんの文章】の下線部アを、漢字を使って

書き直す（いがい）
学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で

正しく使うことができるかどうかをみる

出題の趣旨問題の概要

【川村さんの文章】の下線部ウを、漢字を使って

書き直す（きかん）

【川村さんの文章】の下線部イを、送り仮名に気を

付けて書き直したものとして適切なものを選択する

（くらべて）

送り仮名に注意して、漢字を文の中で正しく使う

ことができるかどうかをみる

米作りのときに記録していた【カード②】と【カード

③】の下線部の関係として適切なものを選択する

原因と結果など情報と情報との関係について

理解しているかどうかをみる

【川村さんの文章】の特徴の説明として適切なものを

選択する

文章の種類とその特徴について理解しているか

どうかをみる

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここが豊中市の 

子どもたちの課題！ 

 

正答率 

無回答率 

― ここがポイント ― 

番号 豊中市（公立） 大阪府（公立） 全国（公立）

１一 4.1 2.0 1.8

１二 8.1 7.6 7.1

１三

（１）ア 4.8 4.7 4.8

１三

（１）ウ 6.5 6.2 6.7

１三

（２）イ 2.2 1.1 1.0

１四 3.4 2.1 2.0
【川村さんの文章】の特徴の説明として適切なものを

選択する

文章の種類とその特徴について理解しているか

どうかをみる

【川村さんの文章】の空欄に学校の米作りの問題点と

解決方法を書く

図表やグラフなどを用いて、自分の考えが

伝わるように書き表し方を工夫することが

できるかどうかをみる

【川村さんの文章】の下線部アを、漢字を使って

書き直す（いがい）
学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で

正しく使うことができるかどうかをみる
【川村さんの文章】の下線部ウを、漢字を使って

書き直す（きかん）

【川村さんの文章】の下線部イを、送り仮名に気を

付けて書き直したものとして適切なものを選択する

（くらべて）

送り仮名に注意して、漢字を文の中で正しく使う

ことができるかどうかをみる

問題の概要 出題の趣旨

米作りのときに記録していた【カード②】と【カード

③】の下線部の関係として適切なものを選択する

原因と結果など情報と情報との関係について

理解しているかどうかをみる

図表がグラフなどを用いるの

は、示すべきことが、図解したり、表

形式やグラフ形式で示したりした

方がわかりやすい場合です。観察

や実験、調査の結果などの事実の

記述は、このような図表やグラフを

用いる方が自分にとっても考えを

深めやすく、相手にとってもよく理

解できるものとなります。 

伝えたいことを明確にし、分かり

やすく伝えるためには、どのような

図表やグラフなどを用いるとよい

か考えることが大切です。 

 



教科に関する調査結果（小学校 国語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 

正答率：26.6％（豊中市） 

      26.7％（全 国） 

【出題の趣旨】米作りについて解説する文章を書く 

１ 二 図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表

し方を工夫することができるかどうかをみる 

― ここがポイント ― 
文章を記述する場面では、図やグラフな

どの用い方は適切か、図表やグラフを用い

ることで書く必要がなくなった文章はない

か、文章で説明を加えた方が分かりやすい

部分はないかといった観点で、友達と助言

しあいながら、自分の文章を何度も見直し

たり、書き直したりすることが大切です。 

＊正答の条件 

次の条件を満たして解答している。 

① 学校の米作りの問題点について、以下

のことを書いている。 

a 【川村さんの文章】のグラフから 

分かること 

b 【カード④】から分かること 

② 問題点の解決方法について、【カード

⑤】をもとにして書いている。 

③ 60字以上、100字以内で書いている。  

（正答例） 

・ グラフから分かるように、学校の田んぼでは雑草が増え続けていたため、雑草に栄養をとられてしゅうかくが減って

しまうかもしれないという問題点がありました。そこで、雑草取りの回数と人数を増やすことにしました。 （100字） 



教科に関する調査結果（小学校 国語） 

 

番号 豊中市（公立） 大阪府（公立） 全国（公立）

２一 2.8 1.4 1.2

２二 3.0 1.6 1.4

２三 3.4 1.8 1.6

２四 10.8 8.9 8.5

問題の概要 出題の趣旨

【資料１】と【資料２】に書かれている内容として

適切なものを選択する

目的を意識して、中心となる語や文を見付けて

要約することができるかどうかをみる

【相田さんのメモ】の空欄に当てはまる内容として

適切なものを選択する

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなど

して必要な情報を見付けることができるか

どうかをみる

相田さんが【資料３】の情報をどのように整理して

いるかについて説明したものとして適切なものを

選択する

情報と情報との関係付けの仕方、図などによる

語句と語句との関係の表し方を理解し使うことが

できるかどうかをみる

資料を読み、運動と食事の両方について分かった

ことをもとに、自分ができそうなことをまとめて書く

文章を読んで理解したことに基づいて、自分の

考えをまとめることができるかどうかをみる

番号 豊中市（公立） 大阪府（公立） 全国（公立）

２一 89.9 88.7 90.0

２二 67.5 65.7 67.4

２三 64.2 62.0 62.0

２四 53.5 53.1 56.2

【資料１】と【資料２】に書かれている内容として

適切なものを選択する

目的を意識して、中心となる語や文を見付けて

要約することができるかどうかをみる

【相田さんのメモ】の空欄に当てはまる内容として

適切なものを選択する

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなど

して必要な情報を見付けることができるか

どうかをみる

相田さんが【資料３】の情報をどのように整理して

いるかについて説明したものとして適切なものを

選択する

情報と情報との関係付けの仕方、図などによる

語句と語句との関係の表し方を理解し使うことが

できるかどうかをみる

資料を読み、運動と食事の両方について分かった

ことをもとに、自分ができそうなことをまとめて書く

文章を読んで理解したことに基づいて、自分の

考えをまとめることができるかどうかをみる

問題の概要 出題の趣旨

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率 

無回答率 

ここが豊中市の 

子どもたちの強み！ 

 



教科に関する調査結果（小学校 国語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

正答率：64.2％（豊中市） 

62.0％（全 国） 

【出題の趣旨】複数の本や資料を読み、自分の考えをまとめる（運動と食事） 

2三 情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との 

関係の表し方を理解し使うことができるかどうかをみる 

 

 



教科に関する調査結果（小学校 国語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ここがポイント ― 

 
＊正答は 

「 ４ 」 

 

＜解説＞ 

情報を整理する場面では、必要な情報に

印を付けたり、情報と情報を矢印でつないだ

り、表を用いてまとめたりするなどして、情報

と情報との関係を視覚的に捉えることが大

切です。ICT 機器を活用すると、編集したり、

視覚的に捉えたりしやすくなるので、情報を

整理しやすくなります。 



教科に関する調査結果（小学校 国語） 

 

番号 豊中市（公立） 大阪府（公立） 全国（公立）

３一

（１） 7.0 4.0 3.7

３一

（２） 7.6 4.4 4.1

３二 17.9 14.8 14.3

３三 15.8 10.3 9.5

寺田さんと山本さんが、どのような思いで

ボランティアを続けているのかについて、分かった

ことをまとめて書く

目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の

考えと比較しながら、自分の考えをまとめる

ことができるかどうかをみる

問題の概要 出題の趣旨

【インタビューの様子】の傍線部ア（～ということだと

思いますが、合っていますか。）のように質問をした

理由として適切なものを選択する 必要なことを質問しながら聞き、話し手が

伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を

捉えることができるかどうかをみる【インタビューの様子】の傍線部イ（～というのは、

どのような姿ですか。）のように質問をした

理由として適切なものを選択する

敬語の使い方をまとめた【谷さんのノートの一部】の

空欄に入る内容として適切なものを選択する

日常よく使われる敬語を理解しているかどうかを

みる

番号 豊中市（公立） 大阪府（公立） 全国（公立）

３一

（１） 72.6 71.7 73.6

３一

（２） 73.1 72.8 74.0

３二 65.9 68.0 70.2

３三 57.8 57.6 57.6

寺田さんと山本さんが、どのような思いで

ボランティアを続けているのかについて、分かった

ことをまとめて書く

目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の

考えと比較しながら、自分の考えをまとめる

ことができるかどうかをみる

敬語の使い方をまとめた【谷さんのノートの一部】の

空欄に入る内容として適切なものを選択する

日常よく使われる敬語を理解しているかどうかを

みる

【インタビューの様子】の傍線部ア（～ということだと

思いますが、合っていますか。）のように質問をした

理由として適切なものを選択する 必要なことを質問しながら聞き、話し手が

伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を

捉えることができるかどうかをみる【インタビューの様子】の傍線部イ（～というのは、

どのような姿ですか。）のように質問をした

理由として適切なものを選択する

問題の概要 出題の趣旨

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答率 

正答率 

≪豊中の子どもたちの課題≫ 

全国や大阪府と比較して、『選

択式』、『記述式』の問題で無回

答率が高くなっています。 

ここが特に豊中市の 

子どもたちの課題！ 

 



教科に関する調査結果（小学校 国語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 

正答率：65.9％（豊中市） 

      70.2％（全 国） 

【出題の趣旨】学校ボランティアにインタビューをする 

３二 目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較 

しながら、自分の考えをまとめることができるかどうかをみる 



教科に関する調査結果（小学校 国語） 

 

 

 

 

 

― ここがポイント ― 

話を聞いて自分の考えをまとめる際には、話し手の目的や自分が聞こうとする意

図に応じて、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめるこ

とが重要です。その際、話し手の考えと自分の考えの共通点や相違点を整理したり、

共感した内容や納得した事例を取り上げたりして、自分の考えをまとめることが大切

です。 

＊正答の条件 

次の条件を満たして解答している。 

① 寺田さんと山本さんの二人が、どのような思いでボランティアを続けているのかに

ついて、以下のいずれかを書いている。 

a寺田さんと山本さんの二人の思いをまとめて書いている。 

b寺田さんの思いと山本さんの思いを区別して書いている。 

c寺田さんの思いと山本さんの思いのどちらかを書いている。 

② 【インタビューの様子】の、寺田さんと山本さんの発言の中から言葉や文を取り上

げて書いている。 

③ 書き出しの言葉に続けて、40字以上、60字以内で書いている。 

 

（正答例） 

・お二人ともわたしたちの安全を守ることにやりがいを感じながら、ボランティアを続け 

てくださっているということが分かりました。 （60字） 

・寺田さんは、子どもたちのすてきなすがたがうれしく、山本さんは、声をかけてもらって 

元気が出るので、続けていると分かりました。（60字） 


